
いちごドリルプリント

基本的人権 名前

問1 日本国憲法第13条の条文において、「すべて国民は、[ X ]として尊重される。」と定められている、一人ひとりを独立した一人の人間として大
切に扱うという考え方を表す語句として、最も適切なものを選びなさい。 （2024年 福島県公立入試 類似）

1. 個人 2. 国民 3. 人類 4. 臣民

問2 日本国憲法第25条で保障されている生存権に関する記述として、最も適切なものはどれか。 （2022年 兵庫県公立入試 類似）

1. 不当な拘束を受けないよう、個人
の身体の自由を最大限に尊重するこ
とを定めている。

2. 人種や信条、性別によって政治的
、経済的、社会的な差別を受けない
ことを定めている。

3. 公務員を選定し、またはこれを罷
免することが国民固有の権利である
ことを定めている。

4. 国が社会福祉、社会保障及び公衆
衛生の向上及び増進に努めるべき義
務を定めている。

問3 第一次世界大戦後の1919年にドイツで制定された憲法において、国家が国民に対して人間らしい生活を保障する「生存権」などの権利が世界で
初めて明記されました。この憲法を何といいますか。 （2020年 茨城県公立入試 類似）

1. 大日本帝国憲法 2. アメリカ合衆国憲法 3. フランス人権宣言 4. ワイマール憲法

問4 日本国憲法第25条は「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」と規定しています。この条文によって保障されてい
る、人間が人間らしく生きるための権利を何といいますか。 （2017年 長野県公立入試 類似）

1. 自由権 2. 参政権 3. 生存権 4. 平等権

問5 現行犯逮捕などの例外を除き、警察などの捜査機関が逮捕や捜索、押収などを行う際に、裁判官が発行した許可状を必要とする原則を何という
か、書きなさい。 （2024年 広島県公立入試 類似）

1. 罪刑法定主義 2. 令状主義 3. 黙秘権 4. 三審制

問6 日本国憲法が保障する基本的人権のうち、自分の意思でどのような仕事に就くかを決めることができる「職業選択の自由」は、どの権利のグル
ープに分類されますか。 （2016年 香川県公立入試 類似）

1. 社会権 2. 経済活動の自由 3. 精神の自由 4. 身体の自由

問7 請求権の一つである「裁判を受ける権利」に関する説明として、日本国憲法の考え方に合致する最も適切なものはどれですか。 （2017年

香川県公立入試 類似）

1. 公務員の選定や罷免について、国
民が直接投票によって決定すること
ができる。

2. 個人の権利や利益が侵害されたと
き、公平な裁判所に救済を求めるこ
とができる。

3. 経済的に困窮している場合に、国
から最低限度の生活費を支給させる
ことができる。

4. 労働者が使用者と対等に交渉する
ために、ストライキなどを行うこと
ができる。

問8 日本国憲法には直接の明文規定はないものの、第21条に定められた「表現の自由」などを根拠として認められている「新しい人権」の一つで、
主権者である国民が国や自治体などの公権力に対して情報の開示を求めることができる権利を何というか。 （2016年 岐阜県公立入試 類似）

1. 裁判を受ける権利 2. 教育を受ける権利 3. 勤労の権利 4. 知る権利

問9 ある自治体では、災害時にSNSなどで被害状況を発信する場合、個人宅の名前や詳細な番地を記載せず、住所が特定されない表現にするよう呼
びかけています。このような配慮が必要とされる背景にある考え方として、最も適切なものはどれですか。 （2021年 広島県公立入試 類似）

1. 住民が被害状況を詳しく公開する
ことで、自治体の救助活動を妨げな
いようにするため

2. 個人の私生活に関わる情報が不用
意に拡散され、生活や安全が脅かさ
れないようにするため

3. 公共の利益のために、個人の自由
な発信を制限し情報の正確性を確保
するため

4. 災害時には情報が錯綜するため、
知る権利に基づいて情報の統一を図
るため

問10 生存権を含む「社会権」の考え方が、19世紀までの主流であった「自由権」の考え方と大きく異なる点について説明したものとして、最も適切
な記述を選択してください。 （2024年 埼玉県公立入試 類似）

1. 社会的・経済的な弱者が人間らし
い生活を送れるよう、国家が積極的
に介入して生活を保障するという考
え方

2. 国民の義務として納税や勤労を強
制し、国家の財政基盤を強化するこ
とを最優先するという考え方

3. 個人の経済活動に国家が介入する
ことを制限し、市場の自由にすべて
を委ねるという考え方

4. 国家が個人の私生活に干渉するこ
とを禁止し、表現や信教の自由を何
よりも優先するという考え方

問11 日本国憲法第11条では、国民が享有（生まれながらに持っていること）を妨げられない権利について、「侵すことのできない永久の権利として
、現在及び将来の国民に与えられる」と規定されています。この権利を総称して何といいますか。 （2023年 秋田県公立入試 類似）

1. 請求権 2. 社会権 3. 基本的人権 4. 参政権

問12 日本国憲法第14条「法の下の平等」において、政治的、経済的、または社会的関係で差別してはならないと明記されている5つの事項の組み合わ
せとして、正しいものはどれか。 （2015年 兵庫県公立入試 類似）

1. 人種、学歴、職業、資産、年齢 2. 性別、宗教、国籍、住所、門地 3. 人種、信条、性別、社会的身分、
門地

4. 人種、思想、能力、容姿、家系

問13 日本国憲法において、個人の私生活を守る「プライバシーの権利」と、情報を公表する「表現の自由」が対立した場合、これらを調整する原理
として用いられる考え方はどれか。最も適切なものを選びなさい。 （2024年 三重県公立入試 類似）

1. 多数決によってどちらを優先する
かを決める「議会政治」の仕組み

2. 他者の人権との調和を図るための
「公共の福祉」による調整

3. 国家の利益を最優先とする「統治
機構」による制限

4. 先に認められた権利を優先する「
既得権」の原則

問14 日本国憲法第25条の「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」という規定に代表される、人間らしい豊かな生活を
保障するための権利を何といいますか。 （2022年 宮崎県公立入試 類似）

1. 社会権 2. 自由権 3. 請求権 4. 平等権

問15 日本国憲法が保障する基本的人権のうち、「健康で文化的な最低限度の生活」を営む権利に代表される、すべての人が人間らしい生活を送れる
ように国家に積極的な働きかけを求めることができる権利の分類を何といいますか。 （2026年 沖縄県公立入試 類似）

1. 自由権 2. 平等権 3. 社会権 4. 参政権



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 1

個人
日本国憲法第13条に記されたこの原則は、あらゆる基本的人権の根拠となる最も根本的な考え
方です。かつての明治憲法（大日本帝国憲法）において人々が「臣民」として扱われていたこ
とへの反省から、現行憲法では、個々の人間がかけがえのない独自の存在として尊重されるべ
きであることを明確に示しています。

問2 答え 4
国が社会福祉、社会保障及び公衆衛生の向上
及び増進に努めるべき義務を定めている。

憲法第25条は2つの項から成り、第1項で国民の生存権を宣言し、第2項ではその権利を実現す
るために国が社会福祉や社会保障、公衆衛生の向上・増進に努めるべきであるという努力義務
を規定している。これにより、現代国家は国民の生活を支える福祉国家としての役割を期待さ
れている。

問3 答え 4
ワイマール憲法

産業革命以降の資本主義の発展にともない、貧富の差や劣悪な労働条件が社会問題となりまし
た。これを受け、1919年のドイツにおいて、国家が国民の生活に介入して人間らしい生活を
保障するという「社会権」の考え方が取り入れられました。これが世界で初めて生存権を規定
したワイマール憲法であり、現代の福祉国家のあり方に大きな影響を与えました。

問4 答え 3
生存権

日本国憲法第25条は、個人が人間としての尊厳を保ち、健康で文化的な生活を送るための基盤
となる生存権を保障しています。これは、国に対して積極的な施策を求めることができる社会
権の代表的な権利です。

問5 答え 2
令状主義

この原則は日本国憲法第33条や第35条に規定されています。行政機関である警察が個人の身
体の自由を拘束したり、私有地に立ち入ったりする際に、司法機関である裁判官の事前のチェ
ックを介することで、権力の濫用を防ぐ役割を果たしています。

問6 答え 2
経済活動の自由

職業選択の自由は、居住・移転の自由や財産権の保障とともに「経済活動の自由」に分類され
る自由権の一つです。これらは、国家から干渉を受けずに個人が自由に経済的な営みを行うこ
とを認めるものであり、民主主義社会における個人の自立を支える重要な役割を果たしていま
す。

問7 答え 2
個人の権利や利益が侵害されたとき、公平な
裁判所に救済を求めることができる。

裁判を受ける権利は、何人も裁判所によらなければ、刑罰を科されたり権利を奪われたりしな
いことを保障するものです。これにより、法に基づいた公正な手続きが担保され、基本的人権
の守り手としての司法の役割が果たされます。他の選択肢については、労働に関する権利は社
会権、生活保護は社会権（生存権）、選挙に関するものは参政権に該当します。

問8 答え 4
知る権利

現代社会において、政府が持つ情報は国民の生活や政治的判断に大きな影響を与えます。その
ため、主権者として適切な判断を行うために必要な情報を国や自治体に求める権利が必要とさ
れるようになりました。この権利は憲法第21条の「表現の自由」から導き出されるものとして
考えられています。

問9 答え 2
個人の私生活に関わる情報が不用意に拡散さ
れ、生活や安全が脅かされないようにするた
め

情報社会において、個人の住所や氏名といった情報は一度インターネット上で拡散されると、
完全に消去することが極めて困難になります。たとえ災害時という緊急事態であっても、個人
の私生活を守るプライバシーの権利を尊重する必要があり、情報の利便性と人権保護のバラン
スが重要視されています。

問1
0

答え 1
社会的・経済的な弱者が人間らしい生活を送
れるよう、国家が積極的に介入して生活を保
障するという考え方

自由権が「国家からの自由」と呼ばれ、国家の不当な干渉を排除することを目的とするのに対
し、生存権に代表される社会権は「国家による自由」と呼ばれます。これは、自由競争の結果
として生じる貧富の格差や失業などの問題を解決するために、国家が社会福祉や公衆衛生の向
上に努め、国民に一定の生活水準を保障するという福祉国家の理念に基づいています。

問1
1

答え 3
基本的人権

日本国憲法第11条は、人間が人間として尊重され、自分らしく生きるために欠かせない権利を
保障しています。これは人間が生まれながらに持っているものであり、国家権力であっても不
当に奪うことができず、時の政権や法律の変更によっても制限されることのない「侵すことの
できない永久の権利」としての性質を明確にしています。

問1
2

答え 3
人種、信条、性別、社会的身分、門地

憲法第14条では、差別されない理由として「人種、信条（宗教的な信念や思想）、性別、社会
的身分（職業や地位）、門地（家柄）」の5つを具体的に挙げています。これらは歴史的に差
別の原因となりやすかった要素であり、現代社会においてもこれらを理由にした不当な扱いは
許されません。

問1
3

答え 2
他者の人権との調和を図るための「公共の福
祉」による調整

基本的人権は、本来「侵すことのできない永久の権利」として保障されていますが、無制限に
認められるわけではありません。特にプライバシーの権利と表現の自由がぶつかり合うような
「人権の対立」が生じる場合、他人の人権を不当に侵害しないよう、社会全体の利益を考えた
調整が行われます。この人権相互の衝突を調整する実質的な公平の基準が「公共の福祉」です
。

問1
4

答え 1
社会権

すべての人が人間らしい生活を営むために必要な権利は「社会権」と呼ばれます。これには生
存権や教育を受ける権利などが含まれます。

問1
5

答え 3
社会権

人間らしい生活を保障するために国家の介入を求める権利は社会権と呼ばれます。これに対し
、平等権は人種や性別などによる不当な差別を禁じる権利、自由権は国家から干渉されない権
利を指します。社会権は20世紀になって確立された比較的新しい権利の考え方です。


